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遠共鳴 3 準位系において，ラマンコヒーレンス abρ を大きく取れれば，位相整合条件に制約さ
れることなく同軸上にかつ高効率にラマン型コムが発生する．これを実現する系として，パラ水











二周波数注入同期 Ti:Sapphire 連続発振レーザーで種光それぞれが単一モードで 1Ｗを超える
高出力化を実現できていることがわかった．ラマンコム発生実験に関して，現状では，Ti:sapphire
結晶を 2.6W で励起した時，エンハンスメント共振器へのカップリング効率が 39%となった．こ
れは 4.8kW/cm2の光強度が閉じ込められていることに相当する． 
 
 
